
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年２月定例岡山市議会は、９４件の議案を全て可決・同意して閉会しました。党市

議団は８議案に反対し、竹永みつえ議員が討論しました。陳情では、無料低額診療の薬代に市

の助成を求める陳情について、東つよし議員が採択を求めて討論しましたが不採択となりまし

た。今議会では、採択された陳情はありません。 

路面電車乗り入れ・広場改修 費用 8倍増 市民に 2年近く隠す 

今議会で大きな問題となったのは、路面電車岡山駅前乗り入れと広場整備です。最初は乗り

入れだけの１０億円の計画だったのが、駅前広場を後楽園風に改修するなどとセットの４３億

円に拡大。ところが今年１月、大幅な費用増と完成の遅延が報道によって発覚しました。 

地下街工事に際して建築基準法上必要な通路確保をしていなかったという、市の初歩的ミス

などが理由で、費用は当初比で８倍以上の８６億円に膨れ上がり、完成は２年半遅れの２０２

５年秋ごろです。市は費用増をできるだけ抑えるとして、後楽園風の改修の大半を取りやめる

などの修正をしましたが、それでも６６億円です。 

市長選前に分かっていたのに・・・ 
市は、問題を２０２０年３月には認識していましたが、２１年２月には執行できる見通しが

ない関連予算を要求し、工事内容や工期によっては営業が死活問題となる地下街のテナントに

さえも説明していませんでした。大森市長は２１年７月に担当から報告を受けていたとのこと

ですが、この年１０月の市長選でも市民には知らせず、この問題で信を問いませんでした。 

市が最重要課題の１つと位置付ける計画に重大なミスがあったにもかかわらず、２年近くも

の間、市民にも議会にも隠していたのは極めて深刻な問題です。（裏面に続く） 
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すみより聡美

さん（左から３

人目、参院岡山

選挙区予定候

補）と力を合わ

せてがんばり

ます！ 

   

市議団や市政の最新

情報を発信しています 

ホームページ   フェイスブック   ユーチューブ 

ロシア非難決議 
全会一致で採択 

３月３日の本会議で、

ロシアによるウクライ

ナ侵略を強く非難し、

即時攻撃停止と部隊の

撤収を求める決議を全

会一致で採択しまし

た。 

 



  
（表面からの続き） 

他会派は事業実施の要求も  
問題は当局側だけでなく、議会側にもあります。代表質問では、事業を確実に実施するよう

求める会派や、さらには６６億円に削減する前の８６億円分の事業全てを実施するよう求める

会派までいました。 

◆平面乗り入れ、駅前広場の整備は完結すべき（2/25自民新政会） 

◆予定通り実施すべき（2/28公明） 

◆事業の実現に向け努力していただきたい（3/1自民政隆会） 

◆今回事業化が見送られたものについても利用促進、利便性向上につながるものであり、ま

た、市のみならず大きな意味での岡山の玄関口であるということを考えると、ぜひ必要だ

（3/3おかやま創政会） 

これにとどまらず、ＪＲ駅舎から直接伸びる歩行者用空中通路「ペデストリアンデッキ」の

整備を、乗り入れに加えて求める意見まで出ました。このままでは費用は青天井です。 

予算執行をいったんストップさせ十分な調査と検証をしようとすることなく、市長の肝いり

事業を粛々と進めようとするのでは、市民の立場で姿勢をチェックする立場の議会や議員の役

割が問われます。 

 

計画は白紙化して市民的議論を 

党市議団は、代表質問（3/4林）、個人質問（3/7東）、委員会質疑（3/9～10田中）などでこ

の問題を取り上げ、市の隠ぺいを厳しく批判するとともに、コロナ対策が最優先の今、この計

画はいったん白紙にして市民的議論でどうしていくか決めるべきと求めてきました。 

党市議団は、今後もこの問題を追及していきます。情報などあればぜひお寄せください。 

 

*市議団ホームぺージでは、代表質問でも示した詳しい経過の年表を載せています。 

http://okjcp.jp/publications/5627 

*市議団ユーチューブでは、この問題をわかりやすく解説しています。 

https://www.youtube.com/watch?v=7tEf3pBBhdI&t=7s 

 

 

 “無料低額診療”に薬代の助成を 

生活困難者のために無料又は低額な料金で診療を行う「無料低額診療」に、薬代も含

めることを求める陳情が出されました。共産のほか、鬼木、下市、羽場の各議員が賛成し

ましたが、他の議員が反対し不採択でした。 

 市内１２の医療機関で行われている無料低額診療ですが、院外薬局の薬は対象外なの

です。院内処方なら無料低額の対象になりますが、国制度として院外処方の薬も対象に

入れることが必要です。国の制度改正を待たずに独自で助成している自治体があり、岡

山市も実施することを日本共産党は求めています。 



 


